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21年度（予算）

施 設 名施 設 名施 設 名施 設 名 高知県立ふくし交流プラザ高知県立ふくし交流プラザ高知県立ふくし交流プラザ高知県立ふくし交流プラザ

１．高知県立ふくし交流プラザの維持管理等業務
　　・施設の維持管理及び貸し出し
２．県民に対する介護講座事業の実施
３．福祉用具の調査研究及び展示・試用貸出等
４．福祉用具の収集及び保管管理等
５．ふくし交流プラザふれあいショップの運営
６．自主提案事業
＜平成20年度＞
　　・従事者資質向上研修
　　・中高年者のための健康・体力づくり教室
　　・プラザさわやか教室
　　・プラザいきいきクッキング教室
　　・手づくり作品体験教室
　　・高齢者パソコン教室
　　・プラザふれあい囲碁・将棋交流会
　　・健康マージャン教室
　　・ボランティアフェスティバル開催
　　・シルバーいきいきバザー開催

事 業 内 容

施 設 内 容

○ 面積、施設・設備名、定員、開館時間、休館日、主な料金など

施設名：高知県立ふくし交流プラザ
設　 備：1Fレストラン、2F～5Fに自動販売機設置、駐車場（普通車で117台／無料）完備
面　 積：【土地】　5,691㎡　／　【建物】　7,965.24㎡（延べ床面積）
利用時間：9:00～17:00（ただし、特別に許可された貸室は21:00までとする）
休館日：毎月第2日曜日・国民の祝日に関する法律に規定する休日・12月29日～1月3日
貸　 室：各室の面積、定員、利用料金は【別紙1】のとおり
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別紙

指定管理者名

施 設 所 在 地

社会福祉法人高知県社会福祉協議会

　　　高知県高知市朝倉戊３７５－１

公の施設の指定管理者における業務状況評価公の施設の指定管理者における業務状況評価公の施設の指定管理者における業務状況評価公の施設の指定管理者における業務状況評価

所管課室所管課室所管課室所管課室

平成21年10月13日

高知県地域福祉部地域福祉政策課高知県地域福祉部地域福祉政策課高知県地域福祉部地域福祉政策課高知県地域福祉部地域福祉政策課

平成20年4月1日 ～ 平成23年3月31日

　常勤職員：　　5　人　　非常勤職員：　　4　人　　臨時職員：　　1　人　　　　合計：　　10　人

管理運営費



20年度実績

76,860

４　平成20年度業務評価４　平成20年度業務評価４　平成20年度業務評価４　平成20年度業務評価

状　　　況　　　説　　　明項　　　　　　　目

○ 貸室利用者アンケート等の実施状況（時期・方法・調査結果等）

②利用者意見等の反映

③その他特記事項

Ａ：仕様書の内容や目標を上回る成果があり、優れた管理運営が行われたもの
Ｂ：おおむね仕様書の内容どおりの成果があり、適正な管理が行われたもの
Ｃ：仕様書の内容や目標を下回る項目があり、さらなる工夫・努力が必要なもの
Ｄ：管理運営が適切に行われたとは認められず、大いに改善を要するもの

【評価の目安】

　おおむね、協定書及び平成20年度事業計画書に基づく管理運営が実施されたと認め
られる。BBBB

　⑤その他

総合評価総合評価総合評価総合評価

④収支の状況
・計画を上回る利用による増収及び、光熱費等の経費節減により剰余金が生じた。剰余
金については、申請提案の方針に基づき、指定管理事業の推進のための福祉用具購入
に充てた。

・平成２０年度計画に基づき、概ね適正な管理運営業務が実施された。
・福祉目的利用者への利用許可を優先するため、1年前から申請の受付（一般6ヶ月前）
が実施された。
・指定管理業以外に携わる法人職員も、必要に応じて組織的に協力を行い、法人全体で
指定管理事業の運営を行った。

・福祉用具展示コーナーのリニューアルに合わせて、利用者が集う1階ロビー回りに「福祉
関連情報」コーナーといった各種サービスコーナーを設置し、利便性の向上に努めた。
・「相談コンシェルジュ」を配置し、相談対応の均質化や解決までのフォローを行った。
・利用率の低かった「高齢者能力開発室」をパソコン専用室から、一般の研修にも利用で
きるように設備の改修を行った。
・福祉用具専門相談員の配置により、専門的な相談への対応の質的な向上が図られ、そ
の結果、相談件数も多くなってきた。
・利用者が使用する駐車場の利便性を高めるため、カーブミラーの設置や駐車区画の線
引きを実施した。
・利用者のため、障害者トイレへのユニバーサルシートの設置や各階に停電時でも使用
できる非常用電源の工事を行った。

・延べ76,860人の利用、各室15～90％、平均で55％の稼働率であった。
・県内福祉関係研修等の誘致を進めた結果、計画を上回る収益を確保できた。
・専門相談員を配置した福祉用具展示に関連した介護及び福祉用具相談は734件で
あった。

①適正な管理運営の確保

②利用者サービスの維持
　 向上

③利用実績

・スポーツ室の利用料金は、営利目的での利用を除き、少人数でも利用しやすいように、
条例で定められた上限の額より低い設定とした。

時期：随時
方法：御意見箱での利用者意見の回収
結果：
　　（対応できたもの）
　　乳児様おむつ交換場所の表示の改善（表示場所の追加）、1階障害者用トイレへのユ
ニバーサルシートの設置、禁煙場所の周知徹底

○ 事業参加者アンケート等の実施状況（時期・方法・調査結果等）

時期：各種事業の実施後
方法：アンケートでの参加者意見の回収
結果：次年度以降の事業内容・取組等への反映

３ 利用状況３ 利用状況３ 利用状況３ 利用状況

①年間利用者数 (単位：人)



【別紙1】

（単位：円）

A B C A B C

多目的ホール 504 13,680 3,420 6,840 17,100 4,280 8,550
9:00～17:00 9:00～17:00 9:00～17:00 9:00～17:00

740 740 740 740
17:00～21:00 17:00～21:00 17:00～21:00 17:00～21:00

1,050 2,100 1,320 2,630

高齢者能力開発室 36 2,100 530 1,050 2,620 660 1,310

介護研修室 30 3,560 890 1,780 4,460 1,120 2,230

調理実習室 40 2,940 740 1,470 3,680 920 1,840

研修室A 168 4,200 1,050 2,100 5,260 1,320 2,630

研修室B 36 840 210 420 1,060 270 530

研修室C 30 600 150 300 760 190 380

研修室D 42 1,460 370 730 1,820 460 910

多目的和室 45 1,280 320 640 1,600 400 800

（備考）：利用時間が１時間未満のとき、１時間未満の端数があるときは、端数を１時間として計算します。

　　　　　冷暖房をご利用の際は、１時間につき多目的ホール２００円、その他の施設１００円の加算となります。

土曜日・日曜日の利用料金
施設名

各室の定員及び利用料金（１時間あたり）

B：社会福祉に関する事業に利用する場合
　 その他公益的な事業を主たる事業とする法人（県内に主たる事務所を有する）、その他の団体（県内に居
住するものを主たる構成員とする）が社会福祉に関する事業を行う場合

C：その他の場合

A：利用者が営利を目的として利用する場合
　 営利を目的とする法人、その他の団体が利用する場合
 　＊ただし、社会福祉に関する事業を除く

スポーツ室 20 4,200 5,260

定員
（人）

月曜日から金曜日の利用料金


